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 本発表では、併合の適用形式を拡張することで「二重側方移動（double sideward movement）」とい

う新たな形態の側方移動が可能になることを提案し、その帰結を探る。二重側方移動は、以下の形の

併合により派生される。 

 

(1)  a.  SO1 = {… X … Y …}   

 X と Y の併合 

b.   SO1 = {… X … Y …} 

  SO2 = {X, Y} 

 

まず、(1a)の SO1 を形成した段階で、内部に含まれる X と Yに併合を適用する。その結果形成される

{X, Y}は、(1b)のように、SO1 の外側に生成される。その後の派生で SO1 と SO2 は最終的には併合さ

れ、１つの SOになる。この派生において、(1a)から(1b)の段階で Xと Yは両方同時に１つの構造（SO1）

から別の構造（SO2）に移動しているため、Xと Yの移動を二重側方移動と呼ぶ。 

 二重側方移動の提案を支持する経験的証拠として、日本語の多重分裂文（複数の焦点要素を持つ分

裂文）が示す特異な現象を取り上げる。多重分裂文は、単一の焦点要素を持つ分裂文とは異なり、島

の効果を示さない。この特性は、多重分裂文の派生に二重側方移動が深く関与していることから生じ

るとする分析を提案する。さらに、多重分裂文に観察される同節効果は、二重側方移動と転送の相互

作用の帰結として説明できること、および、この分析が同節効果の有無について新たな予測をするこ

と、そしてその予測が正しいことを示す。また、関連する問題として、演算子移動とスクランブリン

グの性質、Wh 句の再構築効果、併合適用に対する制限、二重側方移動によって形成された SO のラベ

ルなどについても考えてみたい。 


